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アキモト　
天野　真咲　
飯田　浩二　
飯田　登代子　
池田　光子　
石井　宏作　
石川　直子　
石田　知子　
磯崎　紀夫　
伊藤　文子　　
伊藤　與志子　
井上　雅晴　
井本　敦幸　
上村　亜由美　
内山　国夫　
大西　かおり　
岡野　香代子　
岡野　誉大　
岡野　義幸　
岡本　昇　
笠井　洋　
片岡　真一　
加藤　信幸　
唐澤　竜一郎　
菊池　康子　
北川　敏浩　
儀間　芙沙子　
熊谷　隆志　
藏重　徹雄　
後藤　彌彦　
小西　みゆき　
小林　大　
権藤　晃　
佐藤　元基　
佐野　郁夫　
鴫原　明　
嶋元　誠　
庄司　弘美　
鈴木　康夫　
関上　賢治　
関根　輝彦　
大木　恒和　
高井　直人　

個人

高橋　友美　
高橋　浩二　
田坂　英樹　
谷山　正恵　
津田　有佑　
土橋　涼子　
堤　遥　
土泉　三代　
中野　明子　
中村　亨　
二郷　智　
西久保　裕彦　
西山　哲夫　
野田　好和　
八田　充弘　
土生　亜紀子　
原田　祐佳　
日比野　静男　
日向　重友　
深瀬　昭三郎　
福留　梓　
藤岡　俊輔　
藤田　周一　
本田　聡　
本間　シズヱ　
斑目　和典　
松島　光利　
圓井　悟　
湊　亮策　
村岡　千秋　
山崎　俊太郎　
吉田　一博　
吉田　実　
吉田　寧　
米田　高春

株式会社アクチュアル　
イーパートナーズ株式会社　
有限会社インターリンク　
株式会社内田洋行　九州支店
ＳＧホールディングス株式会社　
株式会社エースランドリー　
奥野製薬工業株式会社　東京支店　
オリンパス株式会社　
オリンパスグループ　
協栄産業株式会社　
キリン株式会社　
五島冷熱株式会社　
株式会社ジェイアール西日本デイリーサービスネット
株式会社ジャパンクリエイト　
セイワエステート株式会社　
綜合警備保障株式会社　
株式会社そごう・西武　
ソニー銀行株式会社　事務統括部
TerraCycle Japan合同会社　
株式会社橘フォーサイトグループ　
有限会社第一環境　
株式会社トーカイ　
日本リライアンス株式会社　
ファミリーマート　美濃上条店
ファミリーマート　八王子甲州街道店　
ブックオフコーポレーション株式会社　
松本大税理士事務所　
三井住友カード株式会社　東京法人営業部
三菱ＵＦＪニコス株式会社　
マーケティング企画部ポイントサービスグループ
株式会社宮城運輸　
株式会社宗平

企業

会津若松市環境フェスティバル実行委員会　
浅口市役所　生活環境部　環境課
斑鳩町　地球温暖化対策地域協議会　
糸満市役所　市民生活環境課　
大牟田市役所　
尾鷲市役所　環境課　
環境省　環境保健部　企画課　
環境省　自然環境局　総務課　

国・地方公共団体

＊このリストは、地球環境基金への振込通知書等に記載された名
称・氏名に基づき作成しておりますので、個人および企業・団体等
の区別につきまして必ずしも正確ではない場合があります。また、
紙面の都合により、ご寄付・ご支援くださったすべての方々のお名
前を掲載できない場合もございますので、ご了承ください。

　最初に4名の研修生が、3年間
で9回開かれた合宿研修を振り返
りました（うち1名はカンボジアで
活動中のためビデオレターで参
加）。報告では、「最初はついてい
けるか不安でした。講師の方々か
ら掛けていただいた言葉が今の
私の原動力になっています」「信
頼関係の作り方など多くのことを
学び、刺激に満ちた3年間でした」

「研修内容は幅広く、大勢の前
でのプレゼンもうまくなりました」

「学んだことを持ち帰り、仲間で
シェアできてよかった」といった
声がありました。
　また、ある研修生は「普段は活
動に集中するあまり、立ち止まっ
てじっくり考える時間がなかった
けれど、この研修を契機にこれま
での活動を振り返ることができ

た。また、他のフィールドで活動す
る仲間と交流する中で、自分の思
いをきちんと言語化できるように
なった」と、自身の確かな成長を
話しました。

　トークセッションでは、3年間の
研修を受けた若手プロジェクトリ
ーダーが、活動母体である所属団
体の方向性と、自立に向けてどの
ように考えているかキーワードを
掲示しながら説明した後、コメン
テーターとの間で質疑応答が繰
り広げられました。若手とはいえ、
環境保全活動では既に実績があ
る皆さんだけに、理念にとどまら
ず具体的な内容を提示。「合宿ボ
ランティア」「混じる」「依存多様
性」といったユニークなキーワー
ドからも、活動のオリジナリティー

や熱い思いが伝わってきます。短
い時間にもかかわらず、有意義な
トークセッションでした。

　最後に、司会進行を務めた今
永正文氏が、成果発表会に参加し
た一般来場者の方々に感想を求
めたところ、次のような声を聞く
ことができました。「私も20代で
活動していますが、周りは年上が
多いので、皆さんのように若い人
同士でネットワークができればと
思いました」「面白い取り組みが
多く、皆さんがイキイキと活動し
ているのに驚きました」などなど。
　1期生を送り出したばかりです
が、「若手プロジェクトリーダー
育成支援プログラム」の輝かしい
未来が予感できる成果発表会で
した。

計画立案・戦略策定
能力の向上

広報・資金調達
能力の向上

課題把握・利害調整
能力の向上

目標の明確化・共有
チームビルディング

参加者増加
会員獲得

企業・他団体等との
協働事業

研修・講座 研修・講座 研修・講座

支援プログラム・3年間の全体設計

振興事業
（研修・講座）

1年目 2年目 3年目

活動推進費の支出

事前目標共有 中間コンサルテーション 活動報告会

助成活動の推進

助成事業

環境省　総合環境政策局　環境経済課　
環境省　総合環境政策局　総務課
環境省　大臣官房　会計課
環境省　大臣官房　政策評価広報課　
環境省　大臣官房　総務課　情報公開閲覧室
環境省　大臣官房　秘書課　
環境省　地球環境局　総務課　
環境省　廃棄物・リサイクル対策部　企画課　
環境省　賦課班　
環境大臣室　
群馬県　環境森林部　環境保全課　
小平市ごみ減量推進実行委員会　　
小平市役所　環境部　環境政策課
西郷村役場　
佐賀市役所　久保田支所　
上越市役所　環境保全課
瀬戸田市役所　長船支所　
土岐市役所　経済環境部　環境課
那須塩原市役所　生活環境部　環境管理課　
成田市役所　環境部　環境計画課
韮崎市役所　環境課
浜頓別町役場　住民課　
福崎町役場　住民生活課
富士市役所　
牧之原市役所　市民生活部　環境課　
益子町役場　環境課　
南大隅町役場　町民保健課

その他

いばらき環境フェア2016　梅花女子大学　茶道部　
岩倉市環境フェア実行委員会
エコロジーマーケット実行委員会　
関東ＥＰＯ　
ジェラテリア・スミヤ　
一般社団法人全国燃料協会　
日本原子力開発機構　人形峠環境技術センター　
日本大学高等学校生徒会　
ＮＰＯ花つぼみ　
リサイクル汽車ポッポ

（五十音順・敬称略）

2014年度より始まった、未来
の環境保全活動を担う人材育
成を目的とする「若手プロジェ
クトリーダー育成支援プログラ
ム」。1期生が3年間の研修を
終え、昨年12月10日に開催

された「平成28年度地球環境基金活動報告会」におい
て、その成果を発表。当日は、1期生11名の他に3名のコ
メンテーターが出席し、今永正文氏（一般社団法人日本
環境NPOネットワーク事務局長）の司会進行で、報告とト
ークセッションが行われました。

　1期生は無事3年間の研修を終え、
各団体において若手リーダーとして
活躍されていくことが期待されてい
ます。続いて2期生9名（平成27年度
～平成29年度）、および3期生12名
（平成28年度～平成30年度）も育
成支援プログラムに沿って研修を受
けています。
　本プログラムは、振興事業と助成
事業を両輪とし、振興事業では3年間
に活動戦略の立て方やファンドレイ
ズなど9回の研修を実施。助成事業
では、3年間の助成活動実施期間に
おいて年間上限300万円の活動推
進費（賃金）を支援しています。

若手プロジェクトリーダー育成支援プログラム

福井光彦
独立行政法人　
環境再生保全機構　理事長
　本プログラムで何を学び、そ
れをどう活動現場に持ち帰っ
たのかが、よく分かりました。こ
れまでの経験を生かすととも
に、学びをさらに深め、その成
果をより多くの人に向けて発信
してください。

福井光彦

VOICE

丸田千果さん
株式会社ラッシュジャパン　
ブランドコミュニケーション
　皆さんの意欲を強く感じま
した。自分たちが何を考え、何
を目標にしているのかを伝え
るため、ボールを外に向かっ
て投げ続けてください。皆さん
が投げなければ、キャッチボー
ルは始まりません。

丸田千果

VOICE

見山謙一郎さん
事業構想大学院大学
特任教授
　皆さん、研修を通して「横の
つながりが強くなった」と実感
したようですね。団体という組
織の壁を超え、若手同士が横
につながるといったことができ
れば、さらに大きな力になると
思います。

見山謙一郎

VOICE

1期生への期待の言葉
発表会当日のコメンテーター
３名の言葉です。

活動成果報告から
刺激に満ちた
3年間に感謝！

トークセッションから
団体のこれからと
自立を目指すために

会場の声から
若きリーダーたちの
思いに感動




